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ＡＢＳＴＲＡＣＴＴｈｉｓｐａｐｅｒｒｅｐｏｒｔｓｔｈｅｃｏｍplementaritybetweentwokincategories，ｉ,e・ノａＭｍｗａノ

(childrenofmen)ａｎｄﾉα〃s肋α伽(childrenofwomen),fOundinthefbrmationofland-holdinggroups

inFalalap,WoleaiAtoll,CentralCarolinelslands,ThefUndamentalunitsinFalalapsocialstructureare

matrilinealclanｓ（gα"α"g）andmatrilineagesoruxorilocalextendedfamilies､However,accordingto

Falalappeople，onedoesnotbelongexclusivelytomother'sgroup，buttobothmother'ｓａｎｄfather'ｓ

groups・Twocategonesarerecognizedamongthemembersofamatrilinealclan,Thechildrenofmale

membersarecallｅｄﾉαj"ﾉｍｗａﾉ(childrenofmen)andthechildlenoffemalemembersarecalled/α〃

ｓｈｏａ伽(childrenofwomen).Thesetwocategoriesshowoppositionsinthecomplementarycontextsof

respect-avoidancebehaviorsandtheformationofland-holdinggroups・Strictrespect-avoidance

behaviorsarestipulatedbetweenbrothersandsistersInthiscontext,thechildrenofmenaresuperiorto
thechildrenofwomen、Ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄ，inthefOrmationofland-holdinggroups，ｔｈｅｃｈｉｌｄｒｅｎｏｆ

ｗｏｍｅｎａｒｅｓｕｐｅｎｏｒｔｏthechildrenofmen，AsegmentisfOrmedonlywhencertainmemberswithina

lineagereceivesｌａｎｄけomtheirfather'slineage・WhenthechildrenofmenreceivedcertainlandhPom

theirfather'sgroup,theyhadcertainobligationstowardstheirfather'sgroupbefOreWorldWarll､When

thechildrenofmencouldnotmeettheseobligations,thechildrenofwomencouldchasethechildrenof

menout､Thislelationbetweenthechildrenｏｆｗｏｍｅｎａｎｄｔｈｅｃｈｉｌｄｒｅｎｏｆｍｅｎｉｓｉｎsharpcontrastwith

thecross-siblingrelationshipintherespect-avoidancebehaviors，sothatitispossibletosaythecross‐

siblingrelationinFalalap,Woleaishowscomplementarityacrossthecontexts．

Keywords:WoleaiAtoll／Carolinelslands／LandTenure／Respect-avoidancebehaviors／Siblingship
（オレアイ環礁/カロリン群島/土地保有/表敬・忌避行動/シブリングシップ）

マーシヤル・サーリンズの『ポリネシアの社会階層(so叩1s伽伽伽加ＰＣﾉ卯蜘)」はオセア

ニアの火山島の社会構造，特に出自集団の構造の比較研究で影響力を持ち，ラメージramageと
切頭出自系統trancateddescentlineという二つの出自集団の区分は，さまざまなタイプの資源

が分散して見られる環境と，集中して見られる環境に適応した社会構造だと見なきれた。サーリ

ンズの二類型についての批判は火山島社会では進んだが(Finney>1966;Freeman,1964)，そのう
ちに調査研究のパラダイム自体が変わってしまい，環礁社会についての批判は忘れ去られてしま

った。サーリンズの研究は文化決定論的なゴールドマンのポリネシアの社会階層研究と対立する

志向性を持つものだった(Goldman,1970)。しかし近年の著作では，サーリンズ自身が文化を重

視する立場のリーダーである。発表では中央カロリン群島オレアイ環礁フララップ島の土地保有
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150。

集団の編成について報告し，環礁社会を含めたサーリンズのポリネシア社会構造の比較研究の枠

組みの再考を検討した。

オレアイ環礁はグアム島の南方，北緯７．２１′東経143°５３′，中央カロリン群島に位置する

環礁で，約２０の島々 からなり，現在そのうち５つの島に人が居住している（図ｌ)。調査は1988

年，1990-91年，1992年に通算19ケ月フララップ島を中心に行った。1987年のミクロネシア連邦

の推計によれば，オレアイ環礁の全人口は794人，フララップ島で397人である(Chieng,Cet．

α1.1987)。島の人々 の主食はタロイモとパンの実，副食は魚が最も一般的で，ココヤシが食用・

飲用にとどまらず，生活全般に重要である。

フララップの社会構造の基本単位は母系リネージ（ないしは妻方居住にもとづく拡大家族）と

gai伽gと呼ばれる母系クランである。母系リネージのメンバーは一つのセットとなった屋敷
地・ココナツ林・タロイモ田を共有している。リネージに相当する現地語は見出せないが，リネ

ージはその成員が居住する土地名，つまり屋敷地名によって同定することができる。またリネー

ジが村落レベルの再分配の単位となる。

あえてリネージにあたる言葉をあげるとすれば,ｙα花伽〃i伽got(土地・屋敷地の人々 ）とな
ろう。しかしこの言葉は出自集団よりも屋敷地に権利をもつ人々の意味で用いられる。また世

帯・家族と翻訳するには，ｙαだ”Ｍｉ伽gotは婚入者を成員に含み，なおかつ婚出者を成員から
排除しない。むしろ土地を共有する集団示すために，エステイトなどの新たな概念を用いるべき

かもしれないが，定まった用法が確立きれているとは思えないので，ここでは近隣の島々 の報告

で用いられている，リネージという用語を踏襲しておく（Labby>1976;Alkire,1965,1974;須藤

1984,1986)。

これに対して母系クランはgai伽ｇとよばれ，固有の名称をもっている。クランは外婚の単位
であり，個人は父方・母方双方のクランの者と結婚することが禁止きれてる。またクランが首長
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1．表敬・忌避行動
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図２．ライル・マールとライル・ショーブトゥ

などの政治的役職を選出する単位となる。

つまりフララップは母系妻方居住婚社会と特徴づけうるのだが，フララップの人々 によれば，

人は母の母系集団にだけに帰属するわけではなく，父方・母方双方の母系集団に帰属し，あえて

自己を同定するさいに母方への帰属を強調するという。母系集団の成員には二つのカテゴリーが

認識されており，女性成員の子供はライル・ショウブトゥ伽"Ｉｓ伽伽・女‘性の子供)，男性成員

の子供はライル・マール(I畑加加・男性の子供)と呼ばれる（図２)。

この二つのカテゴリーは補完的な対と言うべき対比を示す。兄弟姉妹の問では敬語使用などの

表敬・忌避行動が厳格に規定されているが，この脈絡ではライル・マールはライル・シヨウブ

トゥに優越する。つまり姉妹の子孫は兄弟の子孫に対して表敬・忌避行動をとらなくてはならな

い。しかし土地保有集団の編成の脈絡ではライル・マールはライル・ショウブトゥの劣位にある。

例えば，第二次世界大戦以前，父方集団から土地の贈与を受けた男性成員の子供(ライル・マー

ル)は，土地の与え手である父方集団に対し一定の義務を負った。それが果たされなかった場合，

父方集団は男性成員の子供を自らの与えた土地から放逐できるときれていたのである。

つまり土地保有集団を含めた，フララップ島の社会構造の核は，クロス・シブリングを中心に

展開しているのだが，サーリンズのラメージと切頭出自系統という出自集団の区分はパラレル・

シブリングの区分にのみ依拠し，クロス・シプリングに対する配慮は欠落していた。これにたい

しゴールドマンは男女の二元論dualismを西部ポリネシアの社会構造の重要な特長と見なして

おり，彼の視点はオルトナーのジェンダー論をふまえたポリネシアの社会の比較研究に引継がれ

ている（Ortnerl981)。オセアニアの社会構造論におけるシブリング研究の意義の検討は今回の

報告の課題を越えてしまうが，オレアイ環礁の事例をもとにクロス・シブリングの重要性を確認

しておきたい。

フララップを歩いていると，人々 がいつも”b川０９碗z()0"go”と呼掛けてくるのに気づく。これ

は来て食べ物を食べなさいという意味だが，食物・土地の共有は社会関係の存在を表すイデイオ
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ムの中で最も大切なものの一つである。しかし姉妹は兄弟に対して，また年少者は年長者に対し

て，”Iﾌ川ｏｇ腕"0"go”と言うことは禁じられている。彼らは特別な敬語，ｉＩ伽ｙやget伽γを用

いなければならない。このような特別な敬語はgzIsOm〃と呼ばれている。ざらにgasOm〃はいく

つかの行動パターンからなる表敬・忌避行動一般をも意味する。

関与する社会関係から区分すると，表敬・忌避行動は相対年齢に基づく行動と兄弟・姉妹関係

に基づく行動に分けられる。相対年齢に基づく表敬・忌避行動を直接指示する現地語は見出せな

いが，このような表敬・忌避行動は年長者の前で腰を屈める義務，年長者に対し敬語を使用する

義務，年長者の首から上に触れることの禁忌など，空間的上下関係によって社会的上下関係が表

現きれるものが中心となっている（図３)。敬語の名詞は首から上の身体部分を指示する言葉に

限られる。またオレアイ環礁の東方にあるサタワル島においては，このような禁忌に対し舵伽

ｍｅｍ伽（上からの禁忌）という言葉が報告されている（須藤1980)。これに対して，兄弟・姉

妹関係をパラダイムとする表敬・忌避行動はye肋”"g叩"９（兄弟姉妹の禁忌）と呼ばれ，食

器類共有の禁忌，バスケットに手を入れることの禁忌，寝具共有の禁忌，衣類共有の禁忌などで

ある。これらは'性行動に関連する禁忌が中心となっているということができよう。またこれらの

表敬・忌避行動一般はkzI”e"gzmノ（悪い言葉）と呼ばれる禁忌語と対立する。
表敬・忌避行動が守られる社会関係について検討するには，親族名称体系に触れておく必要が

ある。親族名称体系は，基本的にはハワイ型，つまり直系の親族と傍系の親族が区別きれず，性

と世代によってのみ親族が分類きれる体系である。しかしフララップでは，母方オジと姉妹の子

供には特別の名称が存在し，それぞれ加切吹仰･伽伽と分類きれる。これはフララップの母

系出自と一貫するといえるが，クロウ型のように世代が異なる親族が同一の名称で分類きれるこ

とはない。このような類別的な用法以外に，母の姉妹を分類するのにbisiss伽（私の母の姉妹）

というように，複数の親族名称を組み合わせて用いる，より記述的な用法が存在する。しかし，

組み合わきれる名称自体が類別的であるので，類別的用法と記述的用法の区分は相対的なもので

ある。フララップ島では，人を呼ぶときには親族であっても個人名を用いるので，親族名称が呼

称として用いられることはない。親族名称が用いられるのは，例えばある人がなぜ養子となった

gaSOrOu

表敬・忌避行動

kapatengaw
禁忌語

Ｙｅｔａｂｍｗａｎｇｅｙａｎ
兄弟姉妹の禁忌

1yaaporow

年長者に腰を屈める義務

gasorou

年長者に敬語を使用する義務

Ｙｅｔａｂｉｂｅｆａｓｔａｇｗｏａｍ
年長者の首から上に触ることの禁忌

Ｙｅｔａｂｉｕｌ

食器類共用の禁忌

Yetabyangelong
バスケットに手を入れることの禁忌

Ｙｅｔａｂｔｏｏｌｏｎｇ
寝具共用の禁忌

Ｙｅｔａｂｍｅｎｇａａｆ
衣類共用の禁忌

図3．表敬・忌避行動
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かをたずねたときに，養親がs伽（私の類別的ハハ）だったからだなどと，特定の社会関係を説

明する機会である。

親族の問では，男’性エゴは，母方オジ，年長の兄弟に対して表敬・忌避行動をとらなくてはな

らない。女性の場合には，母方オジ，兄弟，年長の姉妹に対して表敬・忌避行動をとる。兄弟は

姉妹に表敬・忌避行動をとる必要はない。類別的兄弟姉妹の間では，自らの母が年少であった場

合，自己は母の姉の子供に表敬・忌避行動をとらねばならない。同様に，自らの父が年少であっ

た場合，自己は父の兄の子供に表敬・忌避行動をとらねばならない。ざらに姉妹の子供は兄弟の

子供に表敬・忌避行動をとらなくてはならない。つまり特定クランのライル・シヨウブトウはラ

イル・マールに表敬・忌避行動をとらねばならないのである。

姻族の問では，夫婦の表敬・忌避行動は一体と見なきれ，夫は妻が，妻は夫が表敬・忌避行動

をとる人に対し，表敬・忌避行動をとらねばならず，また配偶者が表敬・忌避行動を受けるもの

からこれを受ける。

このような体系を考えるとフララップで最も表敬・忌避行動をとらなくてもよい人は，クラン

の長となる。ところで，子供はこのような表敬・忌避行動をとる必要がない。表敬・忌避行動を

とらなくてはならないのは，男が男になってから，女は女になってからといわれている。また首

長の子供は，首長が父であるため，首長に表敬・忌避行動をとる必要はないが，カヌー小屋の集

会では，表敬・忌避行動をとるといわれる。つまり表敬・忌避行動は政治的権威の領域に属して

いると思われ，この脈絡でライル・マールや姻族に対する表敬・忌避行動も理解する必要があ

る。

2．土地保有集団の編成

男性成員の子供と女性成員の子供という二つのカテゴリーの間には，土地保有集団編成の脈絡に

おいても，重要な差異がある。フララップ島の出自集団は，個人の帰属においては母系出自が卓

越するが，母系集団の分節過程と母系集団間の連帯においては父方親子関係が重要な関係となる。

分節過程について言えば，母系集団の成員の一部が父方集団の土地を獲得した時のみ，集団内に

分節が形成されると言えるだろう。

図４は1909年のＫｒａｍｅｒの調査にもとづくクランのリネージヘの分節化と１９８８年５月１日

の筆者のセンサスによるクランのリネージヘの分節化を比較したものである(Kramer,1937)。ク

ランおよびリネージの屋敷地1988の欄が示すように，1988年５月の時点で，フララツプ島には

ＡからＭの１３の母系クランが存在し，これらの母系クランは，屋敷地を基準にして数えると，

hlからｈ３４の母系リネージに分節していた。図４のクランＡとクランＡ'，およびクランＢとク

ランB'は起源の島は異なるが同一のクランに属するクランと見なきれている。リネージの屋敷

地1988のうちｈ32,ｈ33,ｈ３４の３つの屋敷地は，センサスの時点では主たる成員が島外に居住し

ていたため，居住者がいなかった。また１９０９年の屋敷地Ｈ８は，母系成員が絶え，調査時点で

は屋敷地として利用されておおらず，土地の帰属については暗黙の対立があった。通常，系譜や

土地保有の歴史は限られた親族の間で保持される秘密事項であり，土地争いが顕在化した時のみ，

土地保有権の正当性を証明するために，系譜や土地保有の歴史が語られると言われている。

ここから予想きれるように，人々に特定の母系リネージがどのクランに帰属しているかを尋ね

ると，若干の混乱を生じる。例えば，「何々屋敷地は住んでいる人はＡクランだが，土地はBクラ
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ンだ」などの答えが返ってくるのである。これは第一にフララップでは人ばかりでなく土地にも

クランのアイデンティティーが認識されていること，第二に養取関係，父・夫から子・妻への土

地の贈与を通じて，クラン間で土地が循環するからである。フララップの人々もこのことを認識

しており「自分らは他人の土地に住み，他人が自分らの土地に住んでいる」などと表現している。

実際，hl4,ｈ28,ｈ２９のように異なるクランに属する複数のリネージが同一の屋敷地を共有して
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夫方居住をし，現在の屋敷地ｈｌ２を含むクランＣの屋敷地を得ている。そして，一世代前の女'性

祖先ｃも夫方居住を通して子孫のとだえたクランＮの屋敷地h23を得ている。

一方，屋敷地ｈ２５の二世代前の女性祖先ｄは夫方居住をし，現在の屋敷地とは異なる屋敷地

に居住していた。そして一世代前の女'性祖先ｅは，その同じ屋敷地に暮らしていたが，その後本

来の屋敷地である屋敷地h31に移り住んだと言われる。さらに現世帯主ｆが，その父の類別的兄

弟の養子となり，本来クランFに属する屋敷地h25に移ったのである。

先に述べたように，クランＤはフララップの母系クランの中でも相対的に分節化が発達したク

ランである。しかしリネージ存在の基準となる屋敷地は，屋敷地h31を除き，すべて他のクラン

から贈与されており，本来の屋敷地が分割され新たにリネージが創始された例はない。新たなリ

ネージが母系クラン内にできる場合を検討してみると，女性，あるいはその女性を母とする兄弟

姉妹が，父方関係や養取関係にある他の集団から土地を得て，リネージを創始していることが，

注目される。逆にリネージが新たな土地を獲得できない場合は，一時的に屋敷地を別とすること

はあっても，世代を越えて存続する新たな分節は生じない。言い替えると，父方関係や養取関係

にある他の集団の土地を獲得することが，母系集団の分節化を促す。ただし後述するように，養

取関係では父の集団が優先される。つまり，フララップ島の出自集団は，その分節過程では，父

方集団の土地を獲得することが必須なのである。

Ｋｒ伽erの資料と筆者の資料を比較すると，クランの分節が増加し，分節の増加が父方関係に

もとづくことが多いため，現在の土地保有集団は，ある意味では『父系化」し，細分化している

という見方もありえよう。フララップ島は第二次世界大戦時に日本軍によって軍事利用すらきれ

ており，社会変化の影響を無視するわけにはいかない。しかし，出自集団における男'性成員の子

供と女性成員の子供という区分を考慮するならば，このような変化の仕組みは伝統的社会構造に

内包されていたものと思われる。このことを明らかにするために，土地保有集団間の関係につい

て考察したい。土地保有集団間の関係では，表敬・忌避行動のコンテクストとは反対に，出自集

団のライル・シヨウブトウがライル・マールに対し優位な形で関係が保たれるのである。

3．父方親子関係と連帯

3-1養取

クランの分節過程では，母系集団の男性成員の子供が，父方リネージの屋敷地に移り住むことに

よって，新たな集団が生じる。新しく集団が形成きれない場合でも，母系集団とその男性成員の

子供の間には，養取，男性成員の子供への土地の贈与がしばしば行われ，連帯関係が生まれる。

フララップ島のほとんどの人は出生と同時に近親者によって養取きれる。夫婦の第一子の場合，

理念的には父方の親族がこれを養取するとされる。第一子が父方のリネージの屋敷地に養取され

ない場合は，子供が父の母系集団にとって重要ではないことを意味すると見なされる。第二子以

降は父方・母方いずれの近親者によっても養取きれうる。

養家のリネージの母系成員が絶えた場合，養家のリネージの屋敷地に長く居住した子供が，そ

の屋敷への帰属を養家のリネージの屋敷地に変更し，養家の土地の管理権を継承しうる。しかし

養子が養家のリネージの土地の管理権を継承したとしても，養子は生家の母系クランの生得的ア

イデンティティーを維持する。このためリネージの人々のクランとリネージの屋敷地のクランの

アイデンティティーが異なるという事態が生じる。



Ｇ+１

1１６

ｅ

いることも有りうる。反対にｈｌ,ｈ２２またｈ2,ｈｌ３のように単一のリネージが複数の屋敷地を保

有することもある。

クランの間で起こる土地の贈与は，クランの分節化に大きな影響を与える。Ｋｒａｍｅｒは1909

年に２１のリネージの屋敷地を報告しており，図４のＨ１からＨ２１はKriimer自身が用いた記

号である(KriimeI>1937,204-220)。図４のリネージの屋敷地１９８８年とリネージの屋敷地１９０９

年の欄は系譜関係をたどりうる屋敷地を同一の行に示している。ここで，１９０９年に記載のない

屋敷地ｈｌ,ｈ7,h8,hlO,hll,hl3,hl6,ｈ22,ｈ24,ｈ25,ｈ27,ｈ29,ｈ３１は新たな分節化の結果生じた

と考えうる。聞き取り調査によれば，この新たに生じた分節のうちｈ8,hll,hl3,ｈ16,ｈ22,ｈ24,

h25,ｈ27,ｈ２９は他のクランから土地の贈与を受けて分節している。反対に，クランの本来の土

地に屋敷地を得たリネージ４例は次のように成立している。ｈｌはドイツ・日本統治時代に環礁

内のタガイラップ島がコプラ生産に利用きれ，人々が強制移住をやむなくきれたため，フララッ

プ島の同じクランの成員が土地を与えたものである。hlO,ｈ３１はKramerの調査時点で利用きれ

ていなかった本来の土地が再び利用きれるようになったものであり，ｈ７は養取によって他のク

ランヘ土地が贈与きれる過程にある屋敷地である。またリネージの屋敷地がそのまま利用されて

いても，居住者のクランの帰属が替わっている例があることも注意きれねばならない。

土地の贈与とクランの分節化の関係を考察するため，相対的に分節化の発達してるクランを例

にとって見てみよう。図５は，首長を選出するクランＤの系譜のうち，事例の提示に必要な現

在の屋敷地に居住する最年長の女性とその女性祖先だけを抜き出したものである。屋敷地の記号

は図４と共通である。現在，クランＤの成員は３世代前の女性祖先まで系譜を遡り，婚出した

男'性を除き，６つの屋敷地,hl2,hl9,ｈ23,ｈ25,ｈ29,ｈ３１に居住している。このうち屋敷地ｈ２９

は他のクラン（クランＡ）の成員と共有されたものである。クランＤの本来の屋敷地は屋敷地

h31に属する土地である。

現在のクランの成員は三世代前の祖先である三姉妹まで系譜を辿ることができる。この姉妹の

中で最年長の娘ａは，養父(クランE）から，屋敷地hl9を得た。ついで二世代前の女性祖先ｂは

Ｇ+３

．Ｇ+Ｚ
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図５．土地の獲得と分節化．
（）内は屋敷地を獲得した女性．＃は本来の土地．
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また第一子が養取きれるのは，第一子が年長であることに意味がある。フララップの男は結婚

後，妻のリネージの屋敷地に居住するのが規則であり，この父との交換で，夫婦の第一子は父方

のリネージの屋敷地に養取されるといわれる。男のリネージ側から見ると，婚出した男はそのリ

ネージの潜在的母方オジにあたり，リネージ内での地位が高い。この母方オジの高い地位を置換

するために，婚出した男性成員の年長の子供，つまり第一子が養取きれると言われる。また母方

オジの地位が高いのと同じように，母の兄弟の子供（ライル・マール）は地位が高く，このため

に表敬・忌避行動がとられるのである（図６)。

３－２土地の贈与

養子の場合，第一子が父方のリネージに養取きれることが理念となっている。これとは反対に，

土地については，父のリネージは妻子のリネージに土地を贈与することが理念である。フララッ

プの各リネージは一連の屋敷地・ココナツ林・タロイモ田を共有しているが，これらの土地には

二つのカテゴリーが認識きれており，このカテゴリー区分においても父方関係・母方関係の対比

が重要である。

第一の土地のカテゴリーははs加”伽got（根幹の土地),伽s加伽got(真の土地)，伽施tな

どと呼ばれ，リネージに古くから伝わる，リネージの完全な保有地である。第二は伽got

伽"gefOgO（こちらに贈られた土地)，加got伽"９（贈与の土地)あるいはgo""伽（カヌーの獲
物）と呼ばれるリネージに贈与きれた土地である。フララップにおいて，個人は父方母系集団の

土地に対しても使用権を持ち，リネージの男'性成員の子供は父のリネージの土地に来て，その土

地から食物を得ることができる。しかし，男は結婚後一定の時期に妻・子供に対して自らのリネ

ージの土地の一区画の管理権を与えることが期待されている。

フララップ島の人々によれば，妻・子供に与えられる土地は妻の夫および夫の母系集団に対す

るサービスを認めるものである。つまり夫・父から妻・子への土地の贈与は自動的なものではな

く夫一妻・父一子の関係のありかたに依存する。また父から贈与を受けた土地は，ｂ卿f伽71ｇと

して，リネージの本来の土地であるs加〆伽gotとは区別きれる。助gOf/hα"ｇは父から贈与を受

けたその兄弟姉妹に帰属し,他のﾘﾈー ジ成員と共有されるs岬"加gotとは区別きれるので
ある。
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3-3父方関係の義務

ところで父方のリネージから土地の管理権を得たリネージは土地の与え手のリネージに対し一定

の義務を負った。土地の与え手のリネージが関与するカヌー小屋の建設，共同漁携，葬儀などに

際し，土地の受け手のリネージは食物・ヤシ縄などの贈り物を土地の与え手のリネージに贈与す

る必要があった。これを共同漁携の例で見てみよう。

第二次世界大戦以前，共同漁携はフララップ島を構成する村を単位とした。現在でもリーフの

管理権は村にあると見なされている。したがって，共同漁携の参加者は村の成員に限られていた

のだが，これとは別に村を構成するクランから土地を得ている者は，自らの村の共同漁携でなく

とも参加し，ヤシ縄を貢納する義務があった。共同漁携を行う村のクランから土地を得ている関

係で共同漁携に参加した者は，魚の分配を直接得ることができず，土地の与え手である父のリネ

ージに分配されたものを得た。このような機会に，土地の受け手のリネージが土地の与え手たる

父方のリネージに贈与をしない場合，土地の与え手は問題の土地を没収することができたという。

つまり母系集団とその男性成員の子供の間には，土地の贈与を媒介とした非対称的な互恵’性が存

在していた（図６)。

ただし土地の与え手と受け手の間の互恵制は，現在，村落間の互恵性に取って替わられている。

人々の説明によればカヌー小屋の建設，葬儀，共同漁労などの機会における土地の受け手からの

贈与の負担が大きくなったため，特定クランの土地を得たリネージだけではなく，フララップの

リネージ全体が，村を単位として贈与を行なうようなったという。つまりフララップの特定の村

でカヌー小屋の建設があった場合，他の三つの村のリネージは，村ごとに食物を集め，カヌー小

屋の建設を行なう村に贈与するのである。

４結びに代えて

伝統的フララップ社会は母系・妻方居住婚社会と特徴づけられるが，フララップ社会の社会構造

の核心は母系集団の女'性成員の子供と男性成員の子供という二つのカテゴリーの補完的な対立に

ある。

フララップ社会においては，表敬・忌避行動が日常生活においては厳格に規定きれている。こ

のような表敬・忌避行動の脈絡では出自集団の男性成員の子供は女性成員の子供に優越し，女性

成員の子供は男性成員の子供に対して表敬・忌避行動をとらねばならなかった。しかしながら，

土地保有集団としての出自集団の編成の脈絡では，男性成員の子供は女‘性成員の子供より劣位と

なっている。

フララップ社会の出自集団は，個人の帰属においては母系出自が卓越するが，その分節過程と

集団間の連帯においては父方親子関係が重要である。出自集団の分節過程においては，母系集団

の一部の成員が父方集団の土地を獲得したときのみ，集団内に分節が形成される。逆にリネージ

が新たな土地を獲得できない場合は，世代を経たとしても新たな分節は生じない。婚姻によって

結ばれた二つの集団の間では，夫婦の第一子が，父を置き換えるものとして，父の集団に養取さ

れた。また夫は自らの集団の土地を妻・子の集団に贈与する義務があった。しかしながら，土地

の受け手，つまり男性成員の子供は，贈与されれた土地のゆえに，父の母系集団に特定の義務を

負い，これを怠った場合，父の母系集団の成員は，男性成員の子供をその土地から放逐しえた。

つまり，フララップでは，土地保有集団としての出自集団への帰属では母系出自が卓越するの
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だが,こ の集団間の関係では父方親子関係が卓越 し,女 性成員の子供 が男性成員の子供に対 し優

位 となる形で,集 団間の連帯が図られていたと言うことができる。これは,表 敬 ・忌避行動のコ

ンテクス トにおける,男 性成員の子供の優越 とは対照的であ り,フ ララップの兄弟姉妹間の関係

はコンテクス トに従 った補完関係を示す ということができる(図6)。

サーリンズは,(1)特 定の経済活動 と結びついた種々の型の諸集団を結合する込み入った社会

体系を環礁社会の特徴 としてあげている。これは(2)生 産力が低いために,特 化 した生産組織に

よって生産を高める必要があったこと,(3)環 礁の人口が少ないために比較的伝統的社会構造が

改変 されやすいことを根拠 としている(Sahlins,1958)。 オレアイ環礁の土地保有集団は,特 定の

経済活動 と結びついた種々の型の諸集団を結合する込み入った社会体系の一部をなすと見なしう

るか もしれないが,検 証に必要な資料をを考えれば,こ れを経験的に検証 しようとすること自体

保留せざるおえない。 しか し土地保有集団の構造は各集団に土地を分配するメカニズムを持 って

いたとは言えよう。ここで重要なことは,構 造の中心がクロス ・シブリング関係にあることであ

る。ラメージと切頭出自系統の差の核心はシブリング関係にあるわけだが,サ ーリンズの図式で

はクロス ・シブリングへの配慮が欠落 している。この点か らポリネシアの火山島の社会構造も再

考できるのではないか。
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